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白
河
関（
白
河
市
）、鼠
ヶ
関（
山

形
県
）
と
並
ぶ
、
奥
州
三
古
関
と

し
て
知
ら
れ
る
勿
来
関
。

本
誌
二
月
号
で
、
勿
来
の
関
の

場
所
論
争
に
関
す
る
寄
稿
が
掲
載

さ
れ
た
が
、
市
民
と
し
て
の
ひ
い

き
目
を
抜
き
に
し
て
も
、
勿
来
の

関
＝
い
わ
き
説
を
推
し
た
い
。

同
公
園
の
案
内
図
に
よ
る
と
、

詩
歌
の
古
道
を
中
心
に
、
歌
碑
が

九
カ
所
、
詩
碑
が
二
カ
所
、
句
碑

が
三
カ
所
設
け
ら
れ
て
い
る
。

正
岡
子
規
、
高
浜
虚
子
と
い
っ

た
多
く
の
俳
人
を
生
ん
だ
愛
媛
県

松
山
市
が
、「
俳
句
」
と
「
ハ
イ

キ
ン
グ
の
h
i
k
e
」
を
か
け

た
、〝
松
山
は
い
く
〟
と
い
う
町

歩
き
企
画
を
立
ち
上
げ
、
好
評
を

得
て
い
る
。
散
歩
し
な
が
ら
俳
句

を
詠
む
行
動
を
「
吟
行
」
と
呼
ぶ

そ
う
だ
が
、
今
回
は
新
し
い
試
み

の
「
勿
来
の
関
は
い
く
」
に
挑
戦

し
て
み
た
。

ま
ず
最
初
は
吹す
い
ふ
う
で
ん

風
殿
前
の
駐
車

場
東
側
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
手
前

に
あ
る
、「
角
川
源
義
の
句
碑
」。

源
義
は
、
角
川
書
店
の
創
立
者
と

し
て
知
ら
れ
る
。
国
文
学
者
・
俳

人
で
も
あ
り
、
多
く
の
句
を
残
し

て
い
る
。

源
義
の
句
碑
が
伸
び
た
草
に

遮
ら
れ
て
な
か
な
か
見
つ
か
ら

ず
、
行
っ
た
り
来
た
り
。
地
図
が

大
ざ
っ
ぱ
だ
と
探
す
の
も
一
苦
労

だ
。よ

う
や
く
見
つ
け
た
句
碑
に
は

「
こ
こ
す
ぎ
て　

蝦え

ぞ夷
の
青あ
お
ね嶺
ぞ

海
光
る
」
と
、「
勿
来
す
ぎ　

身

ほ
と
り
秋
の　

濤
の
声
」の
二
句
。

昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
に

茨
城
を
経
て
、
勿
来
の
関
を
訪
れ

た
際
に
詠
ま
れ
た
。

続
い
て
、
勿
来
の
関
文
学
歴
史

館
を
過
ぎ
て
、
詩
歌
の
古
道
に

入
っ
て
す
ぐ
左
手
に
「
松
尾
芭
蕉

の
句
碑
」
が
あ
る
。
刻
ま
れ
て
い

る
の
は
「
風
流
の　

は
し
め
や　

お
く
の
田
植
え
歌
」。
芭
蕉
は
勿

来
の
関
は
訪
れ
て
い
な
い
の
で
、

白
河
の
関
に
ち
な
ん
だ
句
だ
。

句
碑
巡
り
、一
句
詠
む

〝
詩
歌
の
古
道
〟
で
風
流
を

多くの歌碑、句碑などが点在。小野小町の和歌を
背景に海までの風景を自撮りできるスポットも設け
られている

三
つ
の
句
を
参
考
に



ひと足延ばして行っ
てみよう!

■ 本店営業時間AM8:00～PM4:00（年中無休）
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最
後
の
一
つ
は
、
詩
歌
の
古
道

の
北
東
に
永
野
修
身
の
句
碑
。

永
野
は
海
軍
の
三
顕
職
と
い
わ

れ
た
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
、
海

軍
大
臣
、
軍
令
部
総
長
の
三
職
全

て
を
経
験
し
た
唯
一
の
軍
人
。
戦

後
、
Ａ
級
戦
犯
と
し
て
巣
鴨
プ
リ

ズ
ン
に
収
容
さ
れ
、
裁
判
中
に
肺

炎
で
死
去
し
た
。

後
世
の
人
物
評
に
賛
否
あ
る
永

野
の
句
が
同
公
園
に
あ
る
理
由

は
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に

江
名
・
永
崎
海
岸
を
訪
れ
た
際
、

帰
途
の
折
に
同
地
を
訪
れ
て
、「
山

櫻　

わ
れ
も
日
本
の　

武
士
に
し

て
」
と
詠
ん
だ
こ
と
か
ら
。

三
つ
の
句
碑
を
読
み
、
詩
歌
の

古
道
を
出
る
。
あ
ず
ま
や
で
休
憩

し
つ
つ
、
句
の
構
成
を
考
え
た
。

「
ひ
に
惑
う　

関
の
古
道
や　

秋
の
蝶
ち
ょ
う

」

句
〝
碑
〟
を
探
し
て
迷
っ
た
こ

と
、
夏
の
〝
日
〟
差
し
を
よ
け
る

よ
う
に
蝶
が
ひ
ら
ひ
ら
舞
っ
て
い

た
こ
と
を
か
け
て
詠
ん
だ
。

吹
風
殿
前
で
、
筆
ペ
ン
を
使
っ

て
短
冊
に
し
た
た
め
る
と
、
気
分

は
さ
な
が
ら
松
尾
芭
蕉
か
。
桜
の

時
期
に
な
っ
た
ら
、
野
だ
て
と
合

わ
せ
て
、
俳
句
＝
ハ
イ
ク
と
し
ゃ

れ
て
み
た
い
。

（
和
）

いわき再発見シリーズ⓰

吹風殿手前に大型から普通車用まで整備さ
れた駐車スペースと、桜の広場、源義家像近
くにも駐車場

勿来の関公園

吟行・はいく

　いわき市勿来町関田須賀1ー4。
太平洋を見渡せる絶景露天風呂と
多種多様な内湯が楽しめる。宿泊
にも対応。テークアウトの総菜、各
地の名産品などを土産に。電話＝
0246ー65ー1126

勿来温泉 関の湯

Let's
GO

　【勿来の関公園の概要】　いわき市勿来町関田長沢
地内。桜の名所としても知られる。勿来関文学歴史館、
吹風殿などの施設も充実。子ども向けの遊具、遊歩道の
散策も人気


